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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第84期
第２四半期
連結累計期間

第85期
第２四半期
連結累計期間

第84期

会計期間
自 平成23年４月１日

至 平成23年９月30日

自  平成24年４月１日

至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日

至  平成24年３月31日

売上高 （千円） 7,691,698 7,976,240 16,199,832

経常利益 （千円） 640,757 735,870 1,594,379

四半期（当期）純利益 （千円） 194,705 442,850 780,620

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 167,968 451,423 675,140

純資産額 （千円） 19,530,48420,188,80619,934,532

総資産額 （千円） 22,265,83323,253,73722,973,194

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 9.48 21.55 37.99

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 86.6 86.2 85.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △354,260 1,237,759 497,828

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △438,159 △249,236 △692,185

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △102,742 △143,924 △205,620

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） 7,662,836 8,992,435 8,149,390

　

回次
第84期
第２四半期
連結会計期間

第85期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日

至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日

至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 1.80 9.48

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社企業集団において営まれている事業の内容について重要な変更は

ありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもの

であります。

(1)  業績の状況

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、高い成長率を維持してきた中国経済の成長性鈍化や

欧州の債務問題、またそれらをきっかけにした世界経済の減速懸念など、依然として先行きが不透明な状

況で推移しております。

一方、わが国の経済におきましては、東日本大震災の復興需要などにより穏やかな回復基調が見られる

ものの、領土問題から端を発した日本製品の不買運動や円高の長期化、エコカー補助金の打切りなど景気

回復を鈍らせる要因も顕在化しており、先行きは不透明な状況です。

このような状況下で、当社グループの業績は、震災後の復興需要及びエコカー補助金などによる国内需

要の増加、更には新興国を中心とした海外の旺盛な需要に支えられ、概ね順調に推移しました。

これにより、総売上高は7,976百万円（前年同期　7,692百万円）、営業利益は715百万円（前年同期　579

百万円）、経常利益は736百万円（前年同期　641百万円）、四半期純利益は443百万円（前年同期　195百万

円）となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 自動車部品製造

国内の自動車産業は、震災後の復興需要及びエコカー補助金などによる需要の増加、更には新興国を中

心とした海外の旺盛な需要に支えられ、概ね順調に推移し、売上高は7,541百万円（前年同期　7,278百万

円）、営業利益は649百万円（前年同期　548百万円）となりました。

　
② 流通

流通においては、自動車メーカーの好調に支えられ、売上高は436百万円（前年同期　414百万円）、営業

利益は13百万円（前年同期　営業損失26百万円）となりました。
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(2)  財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ281百万円増加し、23,254百万円と

なりました。

（流動資産）

当第２四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ350百万円増加し、15,058百万円

となりました。

主な要因は以下のとおりであります。

・売掛金の回収、経費の削減等により現金及び預金が854百万円増加しております。

・受取手形及び売掛金が416百万円減少しております。

・仕掛品等のたな卸資産が114百万円増加しております。

・法人税の未収還付金の回収等により流動資産（その他）に含まれている未収入金が220百万円減少し

ております。

　

（固定資産）

当第２四半期連結会計期間末の固定資産は、前連結会計年度末に比べ70百万円減少し、8,196百万円と

なりました。

　

（流動負債）

当第２四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末に比べ50百万円増加し、2,846百万円と

なりました。

主な要因は以下のとおりであります。

・買掛金が321百万円減少しております。

・未払法人税等が313百万円増加しております。

・流動負債（その他）に含まれる未払費用が65百万円増加しております。

　

（固定負債）

当第２四半期連結会計期間末の固定負債は、前連結会計年度末に比べ24百万円減少し、219百万円とな

りました。

　

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ254百万円増加し、20,189百万円と

なりました。
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(3)  キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」と言う。）は、前連結会計年

度末に比べ843百万円増加し、8,992百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は1,238百万円（前年同期　354百万円の支出）となりました。収入の主

な内訳は、税金等調整前四半期純利益736百万円（前年同期　350百万円）、減価償却費289百万円（前年同

期　301百万円）、売上債権の減少417百万円（前年同期　582百万円の増加）であり、支出の主な内訳は、仕

入債務の減少322百万円（前年同期　74百万円）であります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は249百万円（前年同期　438百万円）となりました。これは主に有形固

定資産の取得による支出229百万円（前年同期　383百万円）であります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は144百万円（前年同期　103百万円）となりました。これは主に配当金

の支払によるものであります。

　

(4)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5)  研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は74百万円であります。

　

(6)  経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

今後の経済の見通しにつきましては、欧州債務問題の深刻化や中国における日本製品の不買運動の拡

大、また更なる円高の進行やエコカー補助金打切りに伴う大幅な反動減など、下振れリスクを抱えていま

す。

このような環境の中、当社グループは収益確保と今後の成長に向けた挑戦テーマを推進するとともに、

引き続きキャッシュ・フローの改善、変動費の低減、固定費の圧縮など徹底した経費削減活動により財務

体質改善に努めてまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第２四半期会計期間

末現在発行数(株)

(平成24年９月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成24年11月６日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 20,559,500 20,559,500
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は
1,000株であります。

計 20,559,500 20,559,500－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金

増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

 平成24年７月１日 ～

 平成24年９月30日
― 20,559,500 ― 3,018,648 ― 2,769,453
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(6) 【大株主の状況】

平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

大同特殊鋼株式会社 名古屋市東区東桜１丁目１－10 9,339 45.42

大同興業株式会社 名古屋市東区東桜１丁目１－10 1,083 5.26

ジェイアンドエス保険サービス株式
会社

東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－14 655 3.18

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２－１ 642 3.12

フジオーゼックス取引先持株会 静岡県菊川市三沢1500－60 458 2.22

ティーアールダブリュ　
オートモーティブ　ジェーヴィー　エ
ルエルシー
（常任代理人：南広仁）

クリーブランド、オハイオ州、米国
（神奈川県横浜市中区新山下町1-16-5）

413 2.00

UBS FINANCIAL SERVICES
（常任代理人：シティバンク銀行）

ウィルミントン、デラウェア州、米国
（東京都品川区東品川2-3-14）

234 1.14

石井良明 東京都町田市 190 0.92

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－11 183 0.89

UBS AG LONDON
（常任代理人：シティバンク銀行）

バーンホフストラッセ、チューリッヒ、スイ
ス
（東京都品川区東品川２－３－14）

181 0.88

計 ― 13,379 65.07
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(7) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 11,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 20,532,000 20,532 －

単元未満株式 普通株式 16,500 － １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 　 20,559,500－ －

総株主の議決権 － 20,532 －

（注）１. 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の

数１個）含まれております。

２. 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式765株が含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

（自己保有株式）

フジオーゼックス株式会社

静岡県菊川市三沢

1500番地の60
11,000 － 11,000 0.05

計 － 11,000 － 11,000 0.05

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１

日から平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。
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１　【四半期連結財務諸表】
(1)　【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,591,692 7,445,740

受取手形及び売掛金 ※2
 4,347,143

※2
 3,930,897

商品及び製品 593,398 646,712

仕掛品 573,412 614,526

原材料及び貯蔵品 482,524 502,183

その他 2,130,564 1,923,906

貸倒引当金 △11,219 △6,000

流動資産合計 14,707,513 15,057,962

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,765,778 2,705,664

機械装置及び運搬具（純額） 1,551,227 1,475,741

土地 2,332,257 2,332,257

その他（純額） 240,622 263,762

有形固定資産合計 6,889,884 6,777,425

無形固定資産 25,918 34,458

投資その他の資産

その他 1,377,792 1,411,997

貸倒引当金 △27,912 △28,105

投資その他の資産合計 1,349,879 1,383,892

固定資産合計 8,265,681 8,195,775

資産合計 22,973,194 23,253,737

負債の部

流動負債

買掛金 ※2
 1,981,412

※2
 1,660,228

未払法人税等 47,052 360,281

賞与引当金 51,864 148,774

役員賞与引当金 27,440 －

その他 ※2
 687,925

※2
 676,748

流動負債合計 2,795,693 2,846,031

固定負債

退職給付引当金 43,912 35,019

役員退職慰労引当金 1,997 2,525

環境対策引当金 24,499 24,499

その他 172,561 156,858

固定負債合計 242,969 218,900

負債合計 3,038,662 3,064,931
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,018,648 3,018,648

資本剰余金 2,769,453 2,769,453

利益剰余金 14,637,495 14,936,509

自己株式 △5,807 △5,896

株主資本合計 20,419,787 20,718,713

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △698,806 △675,438

その他の包括利益累計額合計 △698,806 △675,438

少数株主持分 213,551 145,531

純資産合計 19,934,532 20,188,806

負債純資産合計 22,973,194 23,253,737
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 7,691,698 7,976,240

売上原価 6,252,307 6,295,592

売上総利益 1,439,390 1,680,649

販売費及び一般管理費

報酬及び給料手当 269,113 301,073

賞与引当金繰入額 11,825 19,068

退職給付費用 21,901 36,923

その他 557,530 608,831

販売費及び一般管理費合計 860,370 965,894

営業利益 579,021 714,754

営業外収益

受取利息 3,054 2,864

受取配当金 1,680 1,080

持分法による投資利益 100,123 38,386

受取賃貸料 25,320 25,220

その他 2,483 16,409

営業外収益合計 132,659 83,959

営業外費用

支払利息 － 1

固定資産除却損 8,923 3,751

為替差損 41,945 35,043

その他 20,055 24,048

営業外費用合計 70,923 62,843

経常利益 640,757 735,870

特別損失

退職給付制度改定損 290,733 －

特別損失合計 290,733 －

税金等調整前四半期純利益 350,025 735,870

法人税、住民税及び事業税 38,684 366,653

法人税等調整額 132,846 △55,280

法人税等合計 171,531 311,373

少数株主損益調整前四半期純利益 178,494 424,497

少数株主損失（△） △16,211 △18,354

四半期純利益 194,705 442,850
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 178,494 424,497

その他の包括利益

為替換算調整勘定 11,448 8,071

持分法適用会社に対する持分相当額 △21,974 18,856

その他の包括利益合計 △10,526 26,927

四半期包括利益 167,968 451,423

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 147,979 466,218

少数株主に係る四半期包括利益 19,989 △14,795
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 350,025 735,870

減価償却費 300,807 289,236

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,100 △5,090

賞与引当金の増減額（△は減少） 85,301 96,886

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △26,800 △27,440

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,920 △8,893

前払年金費用の増減額（△は増加） 117,867 3,747

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △82,434 528

受取利息及び受取配当金 △4,734 △3,944

支払利息 － 1

持分法による投資損益（△は益） △100,123 △38,386

有形固定資産処分損益（△は益） 8,323 2,749

売上債権の増減額（△は増加） △582,482 416,944

たな卸資産の増減額（△は増加） 149,504 △112,801

仕入債務の増減額（△は減少） △73,921 △322,279

その他 37,038 △19,849

小計 177,550 1,007,279

利息及び配当金の受取額 37,341 39,248

利息の支払額 － △1

法人税等の還付額 7,232 229,793

法人税等の支払額 △576,384 △38,560

営業活動によるキャッシュ・フロー △354,260 1,237,759

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △382,568 △228,835

有形固定資産の売却による収入 3,230 1,018

その他 △58,822 △21,418

投資活動によるキャッシュ・フロー △438,159 △249,236

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △102,742 △143,836

自己株式の取得による支出 － △88

財務活動によるキャッシュ・フロー △102,742 △143,924

現金及び現金同等物に係る換算差額 9,703 △1,554

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △885,459 843,045

現金及び現金同等物の期首残高 8,548,295 8,149,390

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 7,662,836

※
 8,992,435
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【会計方針の変更等】

当第２四半期連結累計期間

(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月

１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更し

ております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　１．偶発債務

関連会社の借入金に対して、下記のとおり債務保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

　　TRW Fuji Valve Inc.127,071千円　　TRW Fuji Valve Inc.118,044千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　1,547千ドル）　　　　　　　　　　　　　　　（　1,521千ドル）

　

※２．四半期連結会計期間末日満期手形等の処理

四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理

しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、下記の四半期連結会計期間末日

満期手形等を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形及び売掛金 82,788千円 83,077千円

買掛金 14,034千円 20,662千円

流動負債 その他（未払金） 6,628千円 4,600千円

流動負債 その他（設備支払手形） 2,800千円 －

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次

のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年９月30日)

現金及び預金勘定 6,054,753千円 7,445,740千円

流動資産　その他(預け金) 1,608,083千円 1,546,695千円

現金及び現金同等物 7,662,836千円 8,992,435千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 102,742 5.00平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月28日
取締役会

普通株式 102,742 5.00平成23年９月30日 平成23年12月２日 利益剰余金

　

　

当第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日
定時株主総会

普通株式 143,836 7.00平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月26日
取締役会

普通株式 102,739 5.00平成24年９月30日 平成24年12月４日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日   至  平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

合計
自動車部品製造 流通

売上高 　 　 　

外部顧客への売上高 7,277,954 413,744 7,691,698

セグメント間の内部売上高
又は振替高

3,456 230,083 233,538

計 7,281,409 643,827 7,925,236

セグメント利益又は損失（△） 548,329 △26,053 522,276

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
利益 金額

報告セグメント計 522,276

セグメント間取引消去 56,745

四半期連結損益計算書の営業利益 579,021

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日   至  平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

合計
自動車部品製造 流通

売上高 　 　 　

  外部顧客への売上高 7,540,705 435,535 7,976,240

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

3,629 261,319 264,948

計 7,544,334 696,854 8,241,188

セグメント利益 648,933 12,527 661,460

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
利益 金額

報告セグメント計 661,460

セグメント間取引消去 53,294

四半期連結損益計算書の営業利益 714,754
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

「会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更」に記載のとおり、法人税法の改正

に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後

の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税

法に基づく方法に変更しております。

これによる報告セグメントごとの利益又は損失の金額に与える影響は軽微であります。

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な変動はありません。

　

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ９円48銭 21円55銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 194,705 442,850

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 194,705 442,850

普通株式の期中平均株式数(株) 20,548,421 20,547,926

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　
２ 【その他】

平成24年10月26日開催の取締役会において、第85期（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）中間

配当につき、次のとおり決議いたしました。

（１）中間配当総額 102,739千円

（２）１株当たり中間配当金額 ５円00銭

（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成24年12月４日

（注）平成24年９月30日現在の株主名簿に記録または記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年10月26日

　

フジオーゼックス株式会社
　

取締役会　 御中

　

有限責任監査法人トーマツ 　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    松　井　夏　樹    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    今　泉　　誠　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフジ
オーゼックス株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計
期間(平成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平
成24年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フジオーゼックス株式会社及び連結子会社の
平成24年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及び
キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ
なかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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